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65歳以上   PCR検査補助
質疑あれこれ
６人が一般質問
追跡　どうなったあの質問
翔びたて豊山っ子！

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

色とりどりの華が咲く （関連記事P15～16）

　
令
和
２
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
に
よ
り「
新
し
い
生
活
様
式
」の
実

践
例
と
し
て
、感
染
防
止
の
３
つ
の
基
本
①
身

体
的
距
離
の
確
保
②
マ
ス
ク
の
着
用
③
手
洗
い

な
ど
が
示
さ
れ
、町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
も
変

化
し
た
年
で
し
た
。自
分
が
、い
つ
感
染
す
る
の

か
な
ど
、先
行
き
が
見
え
な
い
不
安
が
、ま
だ
ま

だ
続
く
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
編
集
委
員
会
で
も
、感
染
防
止
の
３
つ

の
基
本
に
気
を
配
り
な
が
ら
、見
や
す
い
議
会

だ
よ
り
に
な
る
よ
う
編
集
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
令
和
３
年
も
、感
染
拡
大
の
不
安
が
少
し
で

も
改
善
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

翔びたて豊山っ
子！

Ｔ・O

　
成
人
式
前
の
ひ
と
と
き
。
同
級
生
と
の

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
笑
顔
で
ピ
ー
ス
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き

広報編集委員
議員はお祭りへの寄付

や町内会への催しものへ
差し入れすることを禁止さ
れています。
有権者が求めてもいけ

ません。
ご理解をお願いします。

次回定例会の予定

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛

開始時間は午前９時30分から（最終日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

３月１日（月）開会・議案説明

３月８日（月）一般質問

３月９日（火）議案質疑

３月１１日（木）福祉建設委員会

３月１２日（金）総務文教委員会

３月１６日（火）討論・採決・閉会

寄付行為の禁止

　
私
は
、大
学
で
土
木
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。人
々

に
と
っ
て
住
み
や
す
く
、安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

し
た
い
と
思
い
、こ
の
道
を

選
び
ま
し
た
。
土
木
技
術

者
と
な
っ
て
、人
々
の
豊
か

な
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、日
々
勉
学
に

励
ん
で
い
ま
す
。人
々
の
生
活
を
支
え
る

社
会
基
盤
施
設
を
維
持
、発
展
さ
せ
る
こ

と
は
、必
ず
誰
か
の
た
め
に
な
る
と
思
う

と
、と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。こ

れ
か
ら
先
も
難
し
い
問
題
や
困
難
な
こ
と

に
も
出
会
う
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
道
を

進
む
こ
と
を
応
援
し
て
く
れ
た
両
親
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、

夢
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
の
夢

二
十
歳
の
誓
い

浅
野 

菜
月

あ
さ
の

 

な
づ
き

　
私
は
現
在
、国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。海
外
で

の
経
験
や
多
く
の
人
と
の
議
論
を

通
じ
て
、以
前
に
は
な
か
っ
た
視
点

で
物
事
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
う
し
た
成
長
と
と
も

に
、猛
威
を
振
る
う
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
、社
会
の
在
り
方
そ
の
も
の
が
大
き
く

変
容
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。実
際
に
、一

般
生
活
に
お
け
る
私
た
ち
の「
当
た
り
前
」は

当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、現
在
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
や
社
会

構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
場
面
は
、こ
れ
か
ら

の
人
生
に
お
い
て
も
起
こ
り
得
る
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
場
面
に
対
し
て
準
備

を
怠
っ
て
は
い
け
な
い
と
、こ
の
1
年
を
通
し

て
学
び
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、日
々
の
成
長

を
積
み
重
ね
、
い

か
な
る
社
会
・
環

境
に
お
い
て
も
活

躍
で
き
る
問
題
解

決
力
を
備
え
た
人

材
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
。

西
村 

俊
哉

に
し
む
ら 

と
し 

や

とよやま議会だよりNO.1５5　令和３年２月１日

P15コロナ禍の成人式
TOPICS



新
町
長
の
所
信
表
明

（
抜
粋
）

12月議会で決まった主な事業町議会議員・町長選挙への公費負担

65歳以上の方の
PCR検査（自費診療）への一部補助

住民票・印鑑登録証明書のコンビニ交付

学校給食アレルギー対応検討委員会の設置

公費負担対象

一般運送契約（ハイヤー方式）

個別契約
（レンタカー方式）
（運転手雇用契約）

━

町議会議員選挙

町長選挙

選挙運動用自動車

選挙運動用ポスター

選挙運動用ビラ

公費負担限度額

1日あたり

1日あたり

1日あたり

1日あたり

1カ所あたり

1,600枚×7.51円＝

5,000枚×7.51円＝

64,500円

15,800円

7,560円

12,500円

9,397円

12,061円

37,550円

自動車の借入

ガソリン代

運転手の雇用

━

━

　2月からコンビニエンスストアでマイナンバーカードを使って、住民票の
写し、印鑑登録証明書を発行することができるようになります。

12
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

65歳以上の方の PCR検査補助を決定65歳以上の方の PCR検査補助を決定

国へ意見書を提出しました
防災・減災、国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書
　あらゆる災害の未然防止と発生後の迅速な対応に向け、防災・減災、国土強靭化対策の一層の推進が図ら
れるよう、意見書を提出しました。

委員の構成
〇学校関係者
〇学校給食関係者
〇医療関係者
〇その他、必要に応じて保健関係部局や学校の管理下に
　ない場所（学童保育等）の関係者など

〇市町村を管轄する消防機関
〇保護者代表
〇教育委員会

現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、

少
子
高
齢
化
、
２
０
４
０
年
問
題
、

環
境
問
題
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た

新
し
い
生
活
様
式
の
確
立
な
ど
と
い

っ
た
大
き
な
潮
流
を
背
景
に
、
各
種

の
政
策
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
念
頭
に
、

豊
山
町
の
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、

当
面
の
施
策
の
柱
と
し
て
「
６
つ
の

約
束
」
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

「
住
み
た
い
ま
ち
、
住
み
続
け

た
い
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
行
政
が
単
独
で
す
す
め
ら
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
町
民
、
事
業
者
、

各
種
団
体
の
皆
様
か
ら
様
々
な
ご
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
共
に
考

え
、
共
に
行
動
す
る
、
町
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
り
一
層
町
民
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
、
私
自
身
が
先
頭
に

立
っ
て
、
職
員
と
と
も
に
、
町
民
の

皆
様
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
さ

ら
に
信
頼
さ
れ
る
役
場
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

目 的 新型コロナウイルス感染症の重症化予防
や感染拡大防止のため

豊山町に住民登録のある満65歳以上の希
望者（無症状の方）

1人につき1回（2回目以降は、全額自己負担）

3,000円

国：1万円　町：2万円

〇わかばファミリークリニック
〇済衆館病院
〇はるひ呼吸器病院

対 象 者

検 査 回 数

自 己 負 担

補 助

検査指定医療機関
※指定医療機関に検査の予約をしてください。
感染状況によっては、地域の感染症対策が優先
となりますので、検査の実施が困難となる場合
があります。あらかじめご了承ください。

問合せ 保健センター 0568-28-3150

　
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
が
12
月
７
日
か
ら
18
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

豊
山
町
議
会
議
員
及
び
豊
山
町
長
の
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

の
制
定
、
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
あ
わ
せ
て

８
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
坂
田
芳
郎
議
員
に
対
す
る
懲
罰
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
懲
罰

が
科
せ
ら
れ
ま
し
た
。

3 とよやま議会だよりNO.1５5　令和3年2月１日とよやま議会だよりNO.1５5　令和3年2月１日 2

12
月
定
例
会

質
疑
あ
れ
こ
れ

討
論
・
審
議
結
果

一
般
質
問

懲
罰
特
別
委
員
会

追

　跡

ト
ピ
ッ
ク
ス

懲
罰
特
別
委
員
会

追

　跡

ト
ピ
ッ
ク
ス

12
月
定
例
会

質
疑
あ
れ
こ
れ

討
論･

審
議
結
果

一
般
質
問
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が
公
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法
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93
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項
の
規
定
に
よ
り
豊
山
町
に
帰
属
す

る
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合
に
限
る
」
と

は
、ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
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補
者
の
得
票
数
が
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職
選
挙
法

で
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め
ら
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て
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る
票
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を
下
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っ
た

場
合
に
は
、選
挙
運
動
用
自
動
車
・
ポ
ス

タ
ー
・
ビ
ラ
の
い
ず
れ
の
費
用
も
、公
費

負
担
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
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令
和
２
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度
一
般
会
計
補
正
予
算

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
町
民
が
支
払
う
手

数
料
に
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更
は
な
い
の
か
。

住
民
票
の
写
し
、印
鑑
登
録
証
明
書

と
も
、役
場
と
同
額
の
２
０
０
円
で
、変

更
は
な
い
。

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
は
何
カ
所
か
。

コ
ン
ビ
ニ
を
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じ
め
、郵
政
、全
国
系
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ど
、全
国
で
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万
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０
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カ
所
を
超
え
る
。
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円
の
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の
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を
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。デ
ッ
キ
下
部
の
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、破
損

部
分
の
取
替
え
、表
面
の
研
磨
加
工
、加

工
部
分
の
塗
装
を
順
次
行
う
。

県
内
で
感
染
者
が
増
加
し
て
い
る

が
、検
査
の
実
施
は
可
能
か
。

行
政
検
査
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、感

染
者
が
増
加
し
た
場
合
は
、希
望
し
て

も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

本
人
負
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検
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で
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の
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が
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の
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は
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と
い
う
こ
と
か
。
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以
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の
で
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を
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議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定
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後期高齢者医療に関する条例及び介護保険条例の一部改正

愛知県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び愛知県市町村退職手当組合規約の変更
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議長は採決に加わりません。

町職員の給与に関する条例の一部改正

賛 成

　この条例は、人事院が毎年民間会社などの

状況をみて調整されている。今回コロナ禍で、

民間会社などの状況からこのように調整され、

妥当であると判断している。従ってこの議案に

賛成する。

反 対

　今回の人事院勧告は、引き下げられた民間

労働者の賃金に合わせて公務員の期末手当

を引き下げるものである。

　コロナ禍において、自助では限界があり、

公共、公助が今こそ必要な中、その役割を果

たしている職員の期末手当引き下げには賛同

できない。
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岡島政信議員 山本亮介議員
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１２月１４日（月）６人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について
議論、提言することである。

議会だよりには、太字のみ掲載

1 坪 井 孝 仁 P.7
○新町長の選挙公約について
●豊山町保有の公共施設等の老朽化問題について

2 作 野 桂 子
○鈴木町長の考える福祉や子育て支援
●コロナ禍における子ども達への対応
●豊山町耐震改修促進計画の推進

3 岡 島 　 剛

P.8

●合併について
●航空機関連会社の開発凍結による町への影響は

P.9

4 柴 田 賢 一
●有効なコロナ対策
●早期に資源の戸別回収を

P.10

5 山 本 亮 介 ●今後の新型コロナウイルス感染症対策について P.11

6 岡 島 政 信 ●住民からの意見・声の収集について P.12

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

　
町
の
保
有
す
る
公
共
建
築
物
は

28
施
設
あ
り
、総
延
べ
床
面
積
の

う
ち
学
校
施
設
は
全
体
の
お
よ
そ

50
％
を
占
め
て
い
る
。そ
の
学
校

施
設
の
な
か
で
も
豊
山
小
学
校
は

昭
和
37
年
度
、豊
山
中
学
校
は
昭

和
38
年
度
の
建
設
と
な
っ
て
い
る
。

耐
震
改
修
は
完
了
し
て
い
る
も
の

の
、ト
イ
レ
な
ど
快
適
な
学
習
環

境
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

老
朽
化
対
策
は
常
に
問
題
視
さ
れ

て
き
た
。

　
第
５
次
総
合
計
画
で
小
中
学
校

の
校
舎
に
つ
い
て
は
、改
修
ま
た

は
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、教

育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。学
校
は
次
の
時
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

大
切
な
施
設
で
あ
る
。そ
こ
で
学

校
施
設
の
老
朽
化
問
題
は
、喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
、学
校
施

設
の
改
修
・
改
築
計
画
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

す
べ
て
の
小
中
学
校
に
係

る
改
修
費
は
総
額
で
ど
の

程
度
の
規
模
と
な
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

従
来
ど
お
り
の
手
法
で
改

修
・
改
築
し
た
場
合
、今
後
40
年

間
で
1
4
5
億
円
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。鈴

木
町
長
の
公
約
の
中
で

中
学
校
の
移
転
・
新
築
と

あ
る
。私
も
町
長
の
考
え
と
同
様

に
長
寿
命
化
で
は
な
く
新
築
（
建

替
え
）が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。

財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を
鑑

み
る
と
改
修
・
改
築
の
優
先
順
位

の
検
討
に
は
、き
め
細
か
な
配
慮

が
必
要
で
あ
る
。町
内
小
学
校
の

通
学
区
域
間
の
不
平
等
感
を
避
け

る
た
め
に
も
、ま
ず
は
町
内
の
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
中
学
校

の
改
築
を
優
先
す
る
べ
き
だ
と
考

え
る
。町
長
は
ど
の
よ
う
な
構
想

を
も
と
に
中
学
校
の
移
転
・
新
築

を
打
ち
出
し
た
の
か
。

町
長

老
朽
化
し
た
中
学
校
の
移

転
改
築
（
建
替
え
）を
ま
ず
は
進

め
る
べ
き
と
の
提
案
は
、私
の
考
え

方
と
も
一
致
し
て
い
る
。町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
実
現
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。学
校
用
地
は
一
定
規

模
以
上
の
面
積
と
児
童
生
徒
の
学

習
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
が
求

め
ら
れ
、新
た
に
確
保
す
る
こ
と

は
、現
実
的
に
は
困
難
で
あ
る
。ま

た
、現
在
地
で
改
築
す
る
に
は
、仮

校
舎
が
必
要
と
な
り
、多
額
な
経

費
を
要
し
、工
事
中
は
適
正
な
学

習
環
境
が
損
な
わ
れ
る
。移
転
先

は
財
政
負
担
や
適
正
な
学
習
環
境

の
確
保
、何
よ
り
も
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
な
ど
か
ら
、例
え

ば
豊
山
ス
カ
イ
プ
ー
ル
な
ど
、町

の
所
有
地
を
活
用
す
る
こ
と
が
有

力
な
案
と
な
っ
て
く
る
。

中
学
校
を
改
築
す
る
場
合
、

将
来
を
見
込
ん
だ
機
能
を

備
え
、様
々
な
役
割
を
果
た
す
学

校
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ど
の

よ
う
な
中
学
校
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
か
。

教
育
長

学
校
が
備
え
る
地
域
的
な

ま
と
ま
り
の
基
盤
と
し
て
の
性
格

を
尊
重
し
、住
民
の
皆
さ
ま
と
共
同

利
用
で
き
る
施
設
に
す
る
と
い
う

観
点
が
特
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。

校
舎
改
修
は
長
年
に
わ
た

り
常
に
問
題
視
さ
れ
て
き

た
。「
も
は
や
待
っ
た
な
し
の
喫
緊
の

課
題
」で
あ
る
。公
共
施
設
な
ど
の

管
理
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
財
政

負
担
の
軽
減
と
平
準
化
を
図
る
必

要
も
あ
る
。そ
こ
で
、校
舎
改
修
実

現
に
向
け
た
当
面
の
取
り
組
み
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

本
年
度
中
に
小
中
学
校
施

設
整
備
に
関
す
る
長
寿
命
化
計

画
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
愛
知
県
教

育
委
員
会
に
提
出
し
、国
庫
補
助

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

条
件
を
整
え
よ
う
と
思
う
。そ
の

上
で
、来
年
度
に
、ま
ず
は
「
中
学

校
施
設
整
備
基
本
構
想
会
議
（
仮

称
）」を
立
ち
上
げ
、中
学
校
施
設

の
整
備
計
画
を
進
め
、そ
の
後
、

順
次
各
小
学
校
の
個
別
具
体
的

な
計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

A A

A

A

つ ぼ  い  た か ひ と  

坪井孝仁 議員
TSUBOI Takahito

Q.中学校舎改修への取り組みは

A.施設整備基本構想会議の立ち上げ

Q

Q

Q

Q

▲まもなく築60年の中学校舎

◎全文記録（議事録）は、３月上旬に町ホームページ掲載しますのでご覧ください。
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鈴
木
町
長
は
、
所
信
表
明
で

「
子
育
て
な
ら
豊
山
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
施
策
を
す
す
め
て

い
き
た
い
」
と
の
考
え
を
示
さ
れ

た
。
私
は
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
受

け
、福
祉
施
設
や
学
校
な
ど
が
行

政
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
体
感
し
た
と
同
時
に
、今
ま

で
以
上
に
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
両

面
か
ら
の
環
境
整
備
が
必
要
だ
と

強
く
感
じ
て
い
る
。

　
厚
労
省
の
研
究
班
の
発
表
に
よ

る
と
、出
産
後
1
年
未
満
の
母
親

の
死
因
の
第
一
位
は
「
自
殺
」
で

あ
る
。平
時
で
も
大
変
な
と
こ
ろ

に
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
殊
な
状

況
が
加
わ
り
、外
出
の
機
会
の
減

少
や
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
極
端
に
減
少
す
る
な
ど
、今
ま
で

10
％
ほ
ど
と
言
わ
れ
て
い
た
出
産

後
1
年
未
満
の
母
親
の
産
後
う
つ

は
4
人
に
1
人
、25
％
に
も
の
ぼ

る
と
の
デ
ー
タ
も
あ
り
、自
殺
者

も
増
え
て
い
る
。

　
産
後
ケ
ア
を
家
庭
の
み
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
、様
々
な
関
係
機

関
で
協
力
・
支
援
し
、
孤
立
を
防

ぎ
、不
安
や
負
担
軽
減
の
た
め
の

施
策
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

登
録
や
利
用
者
数
が
減
少

し
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
今
後
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、町

独
自
の
産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
つ
い
て
は
、子
ど
も
を
持
つ
方

が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

利
用
手
続
き
の
簡
素
化
や
料
金
設

定
の
見
直
し
な
ど
、他
市
町
の
状

況
を
検
証
し
て
い
く
。

　
産
前
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
福
祉

課
と
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、
サ

ポ
ー
ト
の
充
実
を
図
る
た
め
の
施

策
を
検
討
中
で
あ
る
。

　
豊
山
町
耐
震
改
修
促
進
計
画
が

策
定
さ
れ
た
背
景
は
、平
成
７
年

に
お
き
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
あ

る
。地
震
に
よ
る
直
接
的
な
死
亡

者
の
80
％
以
上
が
住
宅
や
建
築
物

の
倒
壊
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。家

具
や
家
電
製
品
に
挟
ま
れ
た
こ
と

に
よ
る
圧
死
が
75
％
を
占
め
た
。

ま
た
、倒
壊
し
た
住
宅
な
ど
か
ら

の
出
火
・
延
焼
に
よ
る
被
害
の
拡

大
や
倒
壊
に
よ
り
道
路
が
塞
が

れ
、ス
ム
ー
ズ
な
消
火
・
救
護
・
避

難
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
。
住
宅

の
耐
震
化
は
、震
災
時
に
津
波
以

外
の
死
者
数
を
減
ら
す
、最
も
有

効
な
対
策
で
あ
る
。

　
豊
山
町
の
住
宅
の
耐
震
化
率
は

今
回
の
計
画
策
定
時
、平
成
27
年

か
ら
、ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
状
況
の

ま
ま
最
終
年
度
を
迎
え
、現
在
は

次
期
計
画
の
策
定
中
で
あ
る
。

一
時
的
な
負
担
軽
減
が
で

き
る
代
理
受
領
制
度
の
導

入
は
。ま
た
、耐
震
改
修
の
補
助
金

増
額
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
建
設
部
長

代
理
受
領
制
度
は
有
効
な

手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
検
討
す
る
。

　
補
助
金
は
、国
や
県
の
補
助
制

度
を
活
用
し
て
い
く
。独
自
の
補

助
金
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。
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町
長
選
挙
で
「
将
来
的
な
見
地

か
ら
合
併
を
視
野
に
入
れ
て
」
と

い
う
文
章
を
公
約
に
入
れ
た
候
補

者
が
い
た
。

　
ま
た
、11
月
28
日
付
け
の
新
聞

報
道
で
豊
山
町
に
つ
い
て
、く
す

ぶ
り
続
け
る
合
併
話
と
い
う
特
集

が
掲
載
さ
れ
た
。

愛
知
県
が
進
め
て
い
る
防

災
拠
点
の
整
備
と
い
う
事

業
が
あ
り
、豊
山
町
を
活
性
化
さ

せ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

第
５
次
総
合
計
画
で
も
合
併
を
取

り
上
げ
て
い
な
い
。
私
個
人
と
し

て
は
、合
併
に
反
対
で
あ
る
が
、町

長
の
見
解
は
ど
う
か
。

町
長

市
町
村
合
併
は
、
町
民
の

意
向
が
最
も
大
切
で
あ
る
。

　
今
回
の
選
挙
で
町
民
の
皆
さ
ま

と
話
を
す
る
中
で
、合
併
の
話
を

す
る
方
も
い
た
が
、全
体
と
し
て

合
併
に
つ
い
て
検
討
す
る
状
況
に

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　
し
っ
か
り
と
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想

で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

と
将
来
像
の
中
に
「
空
港
周
辺
地

区
に
は
国
産
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客

機
の
最
終
組
み
立
て
工
場
が
完

成
、見
学
施
設
も
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

も
オ
ー
プ
ン
し
、本
町
は
航
空
機

関
連
施
設
の
集
積
す
る
ヒ
コ
ー
キ

の
ま
ち
と
し
て
輝
き
、に
ぎ
わ
い

を
実
現
し
て
い
ま
す
。
」
と
明
記

し
て
あ
る
。

　
し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

10
月
30
日
に
航
空
機
関
連
会
社

が
航
空
機
開
発
の
一
時
凍
結
を

発
表
し
た
。

第
５
次
総
合
計
画
で
は
、

ヒ
コ
ー
キ
の
ま
ち
を
テ
ー

マ
に
し
た
観
光
推
進
と
あ
る
が
、

計
画
へ
の
影
響
は
あ
る
か
。

産
業
建
設
部
長

国
産
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
最

終
組
み
立
て
工
場
見
学
施
設
は
、

観
光
推
進
や
地
域
活
性
化
事
業

を
展
開
す
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
航
空
関
連
資
源
の
ひ

と
つ
と
考
え
る
。そ
の
た
め
、少
な

か
ら
ず
影
響
は
あ
る
。

　
し
か
し
、本
町
に
は
県
営
名
古

屋
空
港
を
中
心
に
、あ
い
ち
航
空

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ

ｎ
な
ど
魅
力
あ
る
航
空
関
連
資

源
が
立
地
し
て
い
る
の
で
、有
効

的
に
活
用
し
、ヒ
コ
ー
キ
の
ま
ち

を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
推
進
・
地

域
活
性
化
事
業
を
す
す
め
て
い

く
。

来
年
度
の
予
算
な
ど
財
政

的
な
影
響
は
。

総
務
部
長

航
空
機
関
連
会
社
か
ら
の
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収
は
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地
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屋
、償
却
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産
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固
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資
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税
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分
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め
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。
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産
初
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ジ
ェ
ッ
ト
旅

客
機
開
発
の
規
模
縮
小
に
伴
う
令

和
３
年
度
の
町
財
政
へ
の
影
響

は
、少
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
た
だ
し
、将
来
的
に
は
開
発
規

模
の
縮
小
に
伴
い
、設
備
投
資
が

マ
イ
ナ
ス
基
調
で
推
移
し
て
い
く

こ
と
や
従
業
員
の
減
少
な
ど
が
懸

念
さ
れ
る
。
今
後
の
町
財
政
へ
の

影
響
を
注
視
し
て
い
く
。
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▲一人の時間も大切に▲これからの豊山町に期待
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代
理
受
領
制
度
の
導
入
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有
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な
手
段
と
し
て
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討
す
る
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機
開
発
凍
結
に
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る
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町
財
政
へ
の
影
響
を
注
視

■例）工事費用250万円の場合

申請者
（建物所有者など）

工事業者など

豊山町

150万円

補助金100万円（最大）

代理受領制度
・豊山町が交付する補助金を申請者に代わり、工事業
者が受け取ることのできる制度。工事費用を準備す
る負担を軽減できる。
・県内では17自治体（30％）が代理受領制度を実施。

Q.産後ケアにファミサポ活用は

A.産前産後ケアの充実を検討中

Q.合併について町長の見解は

A.検討する状況にはない
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し
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

10
月
30
日
に
航
空
機
関
連
会
社

が
航
空
機
開
発
の
一
時
凍
結
を

発
表
し
た
。

第
５
次
総
合
計
画
で
は
、

ヒ
コ
ー
キ
の
ま
ち
を
テ
ー

マ
に
し
た
観
光
推
進
と
あ
る
が
、

計
画
へ
の
影
響
は
あ
る
か
。

産
業
建
設
部
長

国
産
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
最

終
組
み
立
て
工
場
見
学
施
設
は
、

観
光
推
進
や
地
域
活
性
化
事
業

を
展
開
す
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
航
空
関
連
資
源
の
ひ

と
つ
と
考
え
る
。そ
の
た
め
、少
な

か
ら
ず
影
響
は
あ
る
。

　
し
か
し
、本
町
に
は
県
営
名
古

屋
空
港
を
中
心
に
、あ
い
ち
航
空

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ

ｎ
な
ど
魅
力
あ
る
航
空
関
連
資

源
が
立
地
し
て
い
る
の
で
、有
効

的
に
活
用
し
、ヒ
コ
ー
キ
の
ま
ち

を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
推
進
・
地

域
活
性
化
事
業
を
す
す
め
て
い

く
。

来
年
度
の
予
算
な
ど
財
政

的
な
影
響
は
。

総
務
部
長

航
空
機
関
連
会
社
か
ら
の

税
収
は
、土
地
、家
屋
、償
却
資
産

に
係
る
固
定
資
産
税
が
大
部
分
を

占
め
る
。
国
産
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
旅

客
機
開
発
の
規
模
縮
小
に
伴
う
令

和
３
年
度
の
町
財
政
へ
の
影
響

は
、少
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
た
だ
し
、将
来
的
に
は
開
発
規

模
の
縮
小
に
伴
い
、設
備
投
資
が

マ
イ
ナ
ス
基
調
で
推
移
し
て
い
く

こ
と
や
従
業
員
の
減
少
な
ど
が
懸

念
さ
れ
る
。
今
後
の
町
財
政
へ
の

影
響
を
注
視
し
て
い
く
。

さ く の け い こ  

作野桂子 議員
SAKUNO Keiko

お か じ ま 　 　 つよし  

岡島　剛 議員
OKAJIMA Tsuyoshi

A Q

AQA

QA

▲一人の時間も大切に▲これからの豊山町に期待

Q.
代
理
受
領
制
度
の
導
入
は

A.
有
効
な
手
段
と
し
て

検
討
す
る

Q.
航
空
機
開
発
凍
結
に
よ
る
影
響
は

A.
町
財
政
へ
の
影
響
を
注
視

■例）工事費用250万円の場合

申請者
（建物所有者など）

工事業者など

豊山町

150万円

補助金100万円（最大）

代理受領制度
・豊山町が交付する補助金を申請者に代わり、工事業
者が受け取ることのできる制度。工事費用を準備す
る負担を軽減できる。
・県内では17自治体（30％）が代理受領制度を実施。

Q.産後ケアにファミサポ活用は

A.産前産後ケアの充実を検討中

Q.合併について町長の見解は

A.検討する状況にはない
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11
月
半
ば
か
ら
、本
町
で
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
の

報
告
が
連
日
の
よ
う
に
上
が
っ
て

い
る
。全
国
的
に
感
染
経
路
不
明

の
比
率
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

町
民
が
共
用
す
る
筆
記
台

や
カ
ウ
ン
タ
ー
の
消
毒
は
。

総
務
部
長

窓
口
の
カ
ウ
ン
タ
ー
や
１

階
の
記
載
台
に
つ
い
て
は
、朝
・
昼
・

タ
の
定
期
的
な
消
毒
・
清
掃
と
随

時
の
消
毒
を
行
う
と
と
も
に
、定

期
的
な
換
気
を
実
施
し
て
い
る
。

保
育
園
で
の
マ
ス
ク
着
用

は
、ど
う
し
て
い
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長

３
歳
児
以
上
は
、園
舎
で
過

ご
す
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

外
で
遊
ぶ
と
き
は
外
し
て
い
る
。

　
２
歳
児
以
下
は
、窒
息
や
熱
中

症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、

保
護
者
が
着
用
を

希
望
す
る
場
合
を

除
き
、原
則
と
し

て
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
い
な
い
。

本
格
的
な
冬
季
を
迎
え
、ど

の
よ
う
に
換
気
す
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長

気
温
の
低
下
に
あ
わ
せ
、暖

房
を
使
用
し
て
お
り
、空
気
清
浄

機
を
設
置
し
窓
の
一
部
を
常
に
開

放
し
て
い
る
。

園
児
が
外
に

い
る
時
間
は
、

窓
を
全
開
す

る
な
ど
十
分

な
換
気
に
努

め
て
い
る
。

湿
度
を
保
つ
た
め
に
ど
の

よ
う
な
対
策
を
行
う
の
か
。

生
活
福
祉
部
長

保
湿
の
目
安
40
％
以
上
を

維
持
す
る
よ
う
部
屋
に
濡
れ
タ
オ

ル
を
吊
り
下
げ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
町
長
の
決
意
は
。

町
長

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

応
し
、町
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る

感
染
症
へ
の
不
安
を
払
し
ょ
く
し
、

安
心
か
つ
安
全
に
生
活
で
き
る
よ

う
万
全
な
感
染
対
策
を
講
じ
る
。

政
府
は
今
後
、ご
み
の
分
類

に
新
区
分
を
設
け
、文
具
な

ど
の
プ
ラ
ご
み
、容
器
包
装
を
ま
と

め
て
回
収
し
、リ
サ
イ
ク
ル
率
を
高

め
る
方
針
で
あ
る
。本
町
の
廃
棄

物
処
理
計
画
に
あ
る
資
源
の
戸

別
収
集
を
は
じ
め
と
し
た
取
組
み

に
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長

政
府
か
ら
は
今
後
、具
体
的

な
内
容
が
示
さ
れ
る
と
思
う
が
、

本
町
の
「
資
源
を
分
別
し
や
す
く

出
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
」
と

の
取
組
み
と
大
き
な
相
違
は
な
い
。

戸
別
収
集
の
際
、搬
出
場
所

は
可
燃
ゴ
ミ
と
同
じ
か
。

生
活
福
祉
部
長

仮
に
戸
別
収
集
に
切
り
替

え
た
場
合
は
、可
燃
ゴ
ミ
と
同
じ

搬
出
場
所
が
現
実
的
で
あ
る
。

回
収
さ
れ
た
資
源
が
ど
の

よ
う
な
工
程
で
、ど
の
よ
う

な
原
材
料
に
な
り
、最
終
的
に
ど
の

よ
う
な
製
品
に
な
る
の
か
、そ
れ
を

具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
で
分
別

の
意
義
を
町
民
に
理
解
し
て
も
ら

え
る
の
で
は
。

生
活
福
祉
部
長

今
後
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
法

や
機
会
を
通
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル

資
源
の
分
別
収
集
の
意
義
や
、処

理
方
法
も
含
め
た
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
リ

フ
ュ
ー
ズ
の
４
Ｒ
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

A

A

A QA Q

QA QA Q

QA Q

　
今
年
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
や
感
染
拡
大
の
リ

ス
ク
を
考
え
て
の
決
断
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、少
し
寂
し
い

気
持
ち
も
あ
る
。

　
一
方
で
、コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
症

対
策
を
施
し
な
が
ら
、講
座
や
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、パ
ネ
ル

展
示
に
切
り
替
え
た
り
す
る
な

ど
、町
の
熱
意
を
感
じ
る
一
面
も

見
ら
れ
た
。

直
近
で
は
、
成
人
式
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。現
在
、豊

山
町
で
は
開
催
を
前
提
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。し
か

し
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
さ
ら

な
る
感
染
拡
大
が
あ
れ
ば
、
中

止
に
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
成
人
式
開
催
の
可
否
に
つ
い

て
、新
成
人
や
そ
の
家
族
向
け
の

周
知
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、12
月
14
日
時
点
で
の
成
人

式
の
対
応
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

令
和
2
年
度
は
、約
1
7
0

人
の
方
が
新
成
人
と
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
る
。

　
新
成
人
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ま

で
大
切
に
育
て
て
こ
ら
れ
た
保
護

者
を
は
じ
め
、地
域
の
方
々
が
節

目
の
成
人
式
を
心
待
ち
に
し
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。

　
成
人
式
は
、9
、11
、12
月
の
町

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内
の

と
お
り
、令
和
3
年
1
月
4
日
に

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
、県
の
対
策
指

針
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、感
染
拡
大
防
止

の
た
め
の
対
策
を
十
分
に
講
じ
る
。

　
具
体
的
に
は
、座
席
を
前
後
左

右
の
間
隔
を
あ
け
て
配
置
し
、受

付
窓
口
を
増
設
す
る
。ま
た
、こ
の

対
策
を
講
じ
る
た
め
、保
護
者
の

方
の
来
館
を
ご
遠
慮
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
て
い
る
。

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
は
必
要

で
あ
る
。自
助
で
は
な
く
、今
こ
そ

公
助
が
大
切
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、町
の
財
源
だ
け
で
新
型
コ

ロ
ナ
へ
の
対
応
を
し
て
い
く
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。国
や
県
の
財
政

的
支
援
、
補
助
金
が
必
要
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
財
源
確
保
の
た
め
、国

に
対
し
て
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
抜
本
的
拡
充
、県
に
対
し
て
独

自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
実
施
を
求
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

こ
れ
ま
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
っ
た
経

費
は
、表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
た
、12
月
議
会
で
も
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
補
助
や
小
中
学
校
の
感
染
防
止

対
策
費
な
ど
も
計
上
し
て
い
る
。

　
一
方
、歳
入
は
現
段
階
で
徴
収

猶
予
に
よ
る
町
税
の
減
収
分
が
１

４
９
９
万
円
、保
育
料
や
副
食
費
、

給
食
費
の
無
料
化
な
ど
に
伴
う
減

収
分
が
３
８
８
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。ま
た
、町
税
は
今
後
、コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、さ
ら
な
る

減
収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、継
続
的
な
コ
ロ
ナ
対
策
に
は

財
源
の
手
当
て
が
欠
か
せ
な
い
こ

と
か
ら
、県
の
町
村
会
な
ど
を
通

じ
て
、市
町
村
に
対
す
る
補
助
の

拡
大
を
国
や
県
に
要
望
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

し ば  た  け ん い ち  

柴田賢一 議員
SHIBATA Kenichi

や ま も と りょう す け

山本亮介 議員
YAMAMOTO Ryosuke

A

Q

Q

AA Q

Q.コロナ対策町長の決意は

A.万全な感染対策を講じる

Q.コロナ対策の財源確保は

A.補助拡大を国や県に要望する

▲窓を開けて換気

▲当番者のカゴ詰め

▲予定どおり開催された成人式

地方創世臨時交付金
（国庫補助金）

感染症対策経費の実績（表1）

県補助金 3994万円

町の財源 4139万円

全体経費 18億4767万円

17億6634万円
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11
月
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ば
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ら
、本
町
で
も
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型
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ウ
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感
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者
数
の
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が
連
日
の
よ
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国
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に
感
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路
不
明

の
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、
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遊
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中
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開
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を
保
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に
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の
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な
対
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部
長

保
湿
の
目
安
40
％
以
上
を

維
持
す
る
よ
う
部
屋
に
濡
れ
タ
オ

ル
を
吊
り
下
げ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
町
長
の
決
意
は
。

町
長

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

応
し
、町
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る

感
染
症
へ
の
不
安
を
払
し
ょ
く
し
、

安
心
か
つ
安
全
に
生
活
で
き
る
よ

う
万
全
な
感
染
対
策
を
講
じ
る
。

政
府
は
今
後
、ご
み
の
分
類

に
新
区
分
を
設
け
、文
具
な

ど
の
プ
ラ
ご
み
、容
器
包
装
を
ま
と

め
て
回
収
し
、リ
サ
イ
ク
ル
率
を
高

め
る
方
針
で
あ
る
。本
町
の
廃
棄

物
処
理
計
画
に
あ
る
資
源
の
戸

別
収
集
を
は
じ
め
と
し
た
取
組
み

に
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長

政
府
か
ら
は
今
後
、具
体
的

な
内
容
が
示
さ
れ
る
と
思
う
が
、

本
町
の
「
資
源
を
分
別
し
や
す
く

出
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
」
と

の
取
組
み
と
大
き
な
相
違
は
な
い
。

戸
別
収
集
の
際
、搬
出
場
所

は
可
燃
ゴ
ミ
と
同
じ
か
。

生
活
福
祉
部
長

仮
に
戸
別
収
集
に
切
り
替

え
た
場
合
は
、可
燃
ゴ
ミ
と
同
じ

搬
出
場
所
が
現
実
的
で
あ
る
。

回
収
さ
れ
た
資
源
が
ど
の

よ
う
な
工
程
で
、ど
の
よ
う

な
原
材
料
に
な
り
、最
終
的
に
ど
の

よ
う
な
製
品
に
な
る
の
か
、そ
れ
を

具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
で
分
別

の
意
義
を
町
民
に
理
解
し
て
も
ら

え
る
の
で
は
。

生
活
福
祉
部
長

今
後
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
法

や
機
会
を
通
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル

資
源
の
分
別
収
集
の
意
義
や
、処

理
方
法
も
含
め
た
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
リ

フ
ュ
ー
ズ
の
４
Ｒ
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

A

A

A QA Q

QA QA Q

QA Q

　
今
年
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
や
感
染
拡
大
の
リ

ス
ク
を
考
え
て
の
決
断
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、少
し
寂
し
い

気
持
ち
も
あ
る
。

　
一
方
で
、コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
症

対
策
を
施
し
な
が
ら
、講
座
や
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、パ
ネ
ル

展
示
に
切
り
替
え
た
り
す
る
な

ど
、町
の
熱
意
を
感
じ
る
一
面
も

見
ら
れ
た
。

直
近
で
は
、
成
人
式
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。現
在
、豊

山
町
で
は
開
催
を
前
提
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。し
か

し
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
さ
ら

な
る
感
染
拡
大
が
あ
れ
ば
、
中

止
に
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
成
人
式
開
催
の
可
否
に
つ
い

て
、新
成
人
や
そ
の
家
族
向
け
の

周
知
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、12
月
14
日
時
点
で
の
成
人

式
の
対
応
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

令
和
2
年
度
は
、約
1
7
0

人
の
方
が
新
成
人
と
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
る
。

　
新
成
人
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ま

で
大
切
に
育
て
て
こ
ら
れ
た
保
護

者
を
は
じ
め
、地
域
の
方
々
が
節

目
の
成
人
式
を
心
待
ち
に
し
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。

　
成
人
式
は
、9
、11
、12
月
の
町

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内
の

と
お
り
、令
和
3
年
1
月
4
日
に

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
、県
の
対
策
指

針
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、感
染
拡
大
防
止

の
た
め
の
対
策
を
十
分
に
講
じ
る
。

　
具
体
的
に
は
、座
席
を
前
後
左

右
の
間
隔
を
あ
け
て
配
置
し
、受

付
窓
口
を
増
設
す
る
。ま
た
、こ
の

対
策
を
講
じ
る
た
め
、保
護
者
の

方
の
来
館
を
ご
遠
慮
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
て
い
る
。

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
は
必
要

で
あ
る
。自
助
で
は
な
く
、今
こ
そ

公
助
が
大
切
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、町
の
財
源
だ
け
で
新
型
コ

ロ
ナ
へ
の
対
応
を
し
て
い
く
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。国
や
県
の
財
政

的
支
援
、
補
助
金
が
必
要
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
財
源
確
保
の
た
め
、国

に
対
し
て
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
抜
本
的
拡
充
、県
に
対
し
て
独

自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
実
施
を
求
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

こ
れ
ま
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
っ
た
経

費
は
、表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
た
、12
月
議
会
で
も
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
補
助
や
小
中
学
校
の
感
染
防
止

対
策
費
な
ど
も
計
上
し
て
い
る
。

　
一
方
、歳
入
は
現
段
階
で
徴
収

猶
予
に
よ
る
町
税
の
減
収
分
が
１

４
９
９
万
円
、保
育
料
や
副
食
費
、

給
食
費
の
無
料
化
な
ど
に
伴
う
減

収
分
が
３
８
８
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。ま
た
、町
税
は
今
後
、コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、さ
ら
な
る

減
収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、継
続
的
な
コ
ロ
ナ
対
策
に
は

財
源
の
手
当
て
が
欠
か
せ
な
い
こ

と
か
ら
、県
の
町
村
会
な
ど
を
通

じ
て
、市
町
村
に
対
す
る
補
助
の

拡
大
を
国
や
県
に
要
望
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

し ば  た  け ん い ち  

柴田賢一 議員
SHIBATA Kenichi

や ま も と りょう す け

山本亮介 議員
YAMAMOTO Ryosuke

A

Q

Q
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Q.コロナ対策町長の決意は

A.万全な感染対策を講じる

Q.コロナ対策の財源確保は

A.補助拡大を国や県に要望する

▲窓を開けて換気

▲当番者のカゴ詰め

▲予定どおり開催された成人式

地方創世臨時交付金
（国庫補助金）

感染症対策経費の実績（表1）

県補助金 3994万円

町の財源 4139万円

全体経費 18億4767万円

17億6634万円

１１ １０3 とよやま議会だよりNO.1５5　令和3年2月１日とよやま議会だよりNO.1５5　令和3年2月１日

Q.
資
源
の
廃
棄
物
処
理
は

A.
分
別
し
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す
く

出
し
や
す
い
環
境
へ
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果

一
般
質
問



　
私
は
「
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、現
在
に

至
っ
て
い
る
。自
分
ひ
と
り
で
の
活

動
に
は
限
界
が
あ
り
、多
く
の
方

の
力
を
借
り
な
が
ら
、目
標
を
達

成
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
が
身

に
し
み
て
い
る
。

　
今
年
度
、豊
山
町
第
５
次
総
合

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
併
せ
て

様
々
な
計
画
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ
ら
は
職
員
の
力
の
結
集
な
く

し
て
展
開
で
き
な
い
。
そ
の
結
果

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
ひ
と
つ
に
、町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
が
あ
る
。

　
今
回
、住
民
か
ら
の
意
見
・
声
の

収
集
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

町
民
の
方
か
ら
の
意
見
は

平
成
26
年
度
か
ら
現
在
ま

で
何
件
か
。

総
務
部
長

町
民
の
声
は
、町
政
運
営
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
町
民
の

皆
さ
ま
の
意
見
な
ど
を
お
聞
き
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、平
成
15
年

度
か
ら「
町
長
へ
の
意
見
箱
」を
設

置
し
、実
施
し
て
い
る
。

　
毎
年
40
件
前
後
の
意
見
を
い
た

だ
き
、平
成
26
年
か
ら
令
和
２
年

11
月
末
ま
で
に
い
た
だ
い
た
意
見

は
、合
計
２
７
３
件
で
あ
る
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
の
中
で
最
も
多

か
っ
た
分
野
は
、総
合
計
画
な
ど
町

政
全
般
に
関
す
る
も
の
で
１
０
６

件
。公
共
施
設
の
利
用
や
改
善
に

関
す
る
こ
と
が
42
件
。福
祉
・
医
療

に
関
す
る
こ
と
が
35
件
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

　
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

制
度
や
業
務
の
改
善
、行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

町
長
と
の
対
話
集
会
は
平
成

26
年
度
か
ら
現
在
ま
で
何

回
か
。

総
務
部
長

町
長
と
の
対
話
集
会
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
町
政
や
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
や
提

案
を
、町
長
自
身
が
直
接
お
聞
き

し
、町
政
運
営
に
活
か
す
こ
と
を

目
的
に
、平
成
17
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
令
和
２
年
１１

月
末
ま
で
に
開
催
し
た
対
話
集

会
は
21
回
で
、そ
の
内
容
は
町
政

全
般
に
わ
た
っ
て
い
る
。
年
度
ご

と
の
開
催
回
数
は
表
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
対
話
集
会
は
、町
民
の
皆
さ
ま

と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
貴
重

な
場
と
考
え
て
い
る
。平
成
30
年

度
以
降
、
件
数
が
減
少
し
て
お

り
、町
民
の
皆
さ
ま
が
利
用
し
や

す
い
制
度
へ
見
直
し
を
考
え
て

い
る
。

鈴
木
町
長
は
、対
話
集
会

に
ど
の
様
な
考
え
を
も
っ

て
い
る
か
。

町
長

私
は
こ
の
度
の
選
挙
を
通

じ
て
、
大
勢
の
方
々
と
出
会
い
、

様
々
な
意
見
を
い
た
だ
く
貴
重
な

体
験
を
し
た
。

　
今
後
は
、ま
ず
各
地
区
へ
出
向

き
、地
元
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、町
民
の
声
や
対
話
集
会

は
、引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。対

話
集
会
に
つ
い
て
は
、グ
ル
ー
プ

人
数
を
変
更
し
、よ
り
町
民
の
皆

さ
ま
が
参
加
し
や
す
い
制
度
に
し

て
い
く
。

A Q

Q

Q

お か じ ま ま さ の ぶ  

岡島政信 議員
OKAJIMA Masanobu

A

A

Q.町長との対話集会は
A.参加しやすい制度に見直す

▲皆さまの声を町政へ

　令和２年１２月１４日の本会議一般質問において、坂田芳郎議員による議事妨害・不穏当発言・議長の警告
無視・命令無視に対して、懲罰特別委員会が設置され懲罰が科せられる事が議決されました。
　豊山町議会始まって以来、初めて懲罰が行われた事を、議会議員としてとても残念に思います。皆さまにご
迷惑をおかけしました事を深くお詫び申し上げます。

　私は、令和２年１２月１４日の１２月定例会における、一般質問の議事中、議事を妨害し、不穏当な
発言をし、議長の命令に背いたことは、議会の品位を保持し秩序を守るべき議員の職責を顧みて、
誠に申し訳ありません。
　ここに深く反省し、誠意を披瀝して陳謝いたします。

令和２年１２月１８日

陳　　　謝　　　文

豊山町議会議員　坂　田　芳　郎

豊山町議会議長　　岩村みゆき

懲罰特別委員会

委員会報告

１.懲罰事犯の有無
　懲罰を科すべきものと認める。

２.懲罰処分の種類及び内容
　懲罰は、地方自治法第１３５条第１項の規定により、戒告、陳謝、出席停止、除名の４種類と定められているが、
本件については、公開の議場における陳謝の懲罰を科すべきである。

３.理由
　議員　坂田芳郎君は、令和２年１２月１４日の会議における一般質問の中で、議事日程を無視し、繰り返し議長へ
発言の許可を求めた。緊急の発言か確認するため、やむを得ず、議長が許可したところ、自身の一般質問の取り扱
いに対する不満や罵詈雑言の不穏当な発言で議事を妨害したため、議長は直ちに、発言を中止するよう警告した。
　しかし、議長の警告を無視し続け、不穏当な発言を続けたため、議長より、退場命令を受けたが、この命令にも
従わず、自席に居座り、不穏当な発言を止めず、繰り返し議事を妨害したため強制退場の措置が取られた。
　これらの行為は、議会を著しく侮辱するものであり、また会議の進行を著しく妨げるものとして、令和２年
１２月１５日、懲罰の動議が提出された。
　懲罰動議の可決決定により設置された本委員会は、令和２年１２月１６日に委員会を開催し、慎重審議を重ね
た。また、坂田議員の弁明の機会を設けたが、弁明を辞退したため、議事の妨害、不穏当発言、命令違反に対する
明確な弁明は一切なく、反省、陳謝の言葉もなかった。
　このたびの懲罰は、坂田議員の言動に対するものである。結果として、坂田議員は自らの落ち度を認めず、議
事の妨害、命令に応じなかった行為が会議を遅延させたものである。
　以上が懲罰動議と審査の経緯であるが、坂田議員の一連の言動は、地方自治法第１２９条の「議場の秩序維
持」、同法１３２条の「品位の保持」さらには、豊山町議会の会議に関する規則第１０１条の「品位の尊重」に違反し
ていることは明らかである。
　今後、坂田議員は議会において「発言の自由」を保証されることとあわせ「発言に対する責任」不穏当な発言を
しないなど「発言に対する制限」が課せられていることを十分に認識すべきである。
　議員自らの発言の重さを自覚し、豊山町議会の品位を保持するため、本委員会は坂田議員に対して公開の場
における陳謝の懲罰を科すことを全会一致で決定した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     以上、報告いたします。
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私
は
「
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、現
在
に

至
っ
て
い
る
。自
分
ひ
と
り
で
の
活

動
に
は
限
界
が
あ
り
、多
く
の
方

の
力
を
借
り
な
が
ら
、目
標
を
達

成
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
が
身

に
し
み
て
い
る
。

　
今
年
度
、豊
山
町
第
５
次
総
合

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
併
せ
て

様
々
な
計
画
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ
ら
は
職
員
の
力
の
結
集
な
く

し
て
展
開
で
き
な
い
。
そ
の
結
果

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
ひ
と
つ
に
、町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
が
あ
る
。

　
今
回
、住
民
か
ら
の
意
見
・
声
の

収
集
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

町
民
の
方
か
ら
の
意
見
は

平
成
26
年
度
か
ら
現
在
ま

で
何
件
か
。

総
務
部
長

町
民
の
声
は
、町
政
運
営
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
町
民
の

皆
さ
ま
の
意
見
な
ど
を
お
聞
き
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、平
成
15
年

度
か
ら「
町
長
へ
の
意
見
箱
」を
設

置
し
、実
施
し
て
い
る
。

　
毎
年
40
件
前
後
の
意
見
を
い
た

だ
き
、平
成
26
年
か
ら
令
和
２
年

11
月
末
ま
で
に
い
た
だ
い
た
意
見

は
、合
計
２
７
３
件
で
あ
る
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
の
中
で
最
も
多

か
っ
た
分
野
は
、総
合
計
画
な
ど
町

政
全
般
に
関
す
る
も
の
で
１
０
６

件
。公
共
施
設
の
利
用
や
改
善
に

関
す
る
こ
と
が
42
件
。福
祉
・
医
療

に
関
す
る
こ
と
が
35
件
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

　
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

制
度
や
業
務
の
改
善
、行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

町
長
と
の
対
話
集
会
は
平
成

26
年
度
か
ら
現
在
ま
で
何

回
か
。

総
務
部
長

町
長
と
の
対
話
集
会
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
町
政
や
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
や
提

案
を
、町
長
自
身
が
直
接
お
聞
き

し
、町
政
運
営
に
活
か
す
こ
と
を

目
的
に
、平
成
17
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
令
和
２
年
１１

月
末
ま
で
に
開
催
し
た
対
話
集

会
は
21
回
で
、そ
の
内
容
は
町
政

全
般
に
わ
た
っ
て
い
る
。
年
度
ご

と
の
開
催
回
数
は
表
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
対
話
集
会
は
、町
民
の
皆
さ
ま

と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
貴
重

な
場
と
考
え
て
い
る
。平
成
30
年

度
以
降
、
件
数
が
減
少
し
て
お

り
、町
民
の
皆
さ
ま
が
利
用
し
や

す
い
制
度
へ
見
直
し
を
考
え
て

い
る
。

鈴
木
町
長
は
、対
話
集
会

に
ど
の
様
な
考
え
を
も
っ

て
い
る
か
。

町
長

私
は
こ
の
度
の
選
挙
を
通

じ
て
、
大
勢
の
方
々
と
出
会
い
、

様
々
な
意
見
を
い
た
だ
く
貴
重
な

体
験
を
し
た
。

　
今
後
は
、ま
ず
各
地
区
へ
出
向

き
、地
元
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、町
民
の
声
や
対
話
集
会

は
、引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。対

話
集
会
に
つ
い
て
は
、グ
ル
ー
プ

人
数
を
変
更
し
、よ
り
町
民
の
皆

さ
ま
が
参
加
し
や
す
い
制
度
に
し

て
い
く
。

A Q

Q

Q

お か じ ま ま さ の ぶ  

岡島政信 議員
OKAJIMA Masanobu

A

A

Q.町長との対話集会は
A.参加しやすい制度に見直す

▲皆さまの声を町政へ

　令和２年１２月１４日の本会議一般質問において、坂田芳郎議員による議事妨害・不穏当発言・議長の警告
無視・命令無視に対して、懲罰特別委員会が設置され懲罰が科せられる事が議決されました。
　豊山町議会始まって以来、初めて懲罰が行われた事を、議会議員としてとても残念に思います。皆さまにご
迷惑をおかけしました事を深くお詫び申し上げます。

　私は、令和２年１２月１４日の１２月定例会における、一般質問の議事中、議事を妨害し、不穏当な
発言をし、議長の命令に背いたことは、議会の品位を保持し秩序を守るべき議員の職責を顧みて、
誠に申し訳ありません。
　ここに深く反省し、誠意を披瀝して陳謝いたします。

令和２年１２月１８日

陳　　　謝　　　文

豊山町議会議員　坂　田　芳　郎

豊山町議会議長　　岩村みゆき

懲罰特別委員会

委員会報告

１.懲罰事犯の有無
　懲罰を科すべきものと認める。

２.懲罰処分の種類及び内容
　懲罰は、地方自治法第１３５条第１項の規定により、戒告、陳謝、出席停止、除名の４種類と定められているが、
本件については、公開の議場における陳謝の懲罰を科すべきである。

３.理由
　議員　坂田芳郎君は、令和２年１２月１４日の会議における一般質問の中で、議事日程を無視し、繰り返し議長へ
発言の許可を求めた。緊急の発言か確認するため、やむを得ず、議長が許可したところ、自身の一般質問の取り扱
いに対する不満や罵詈雑言の不穏当な発言で議事を妨害したため、議長は直ちに、発言を中止するよう警告した。
　しかし、議長の警告を無視し続け、不穏当な発言を続けたため、議長より、退場命令を受けたが、この命令にも
従わず、自席に居座り、不穏当な発言を止めず、繰り返し議事を妨害したため強制退場の措置が取られた。
　これらの行為は、議会を著しく侮辱するものであり、また会議の進行を著しく妨げるものとして、令和２年
１２月１５日、懲罰の動議が提出された。
　懲罰動議の可決決定により設置された本委員会は、令和２年１２月１６日に委員会を開催し、慎重審議を重ね
た。また、坂田議員の弁明の機会を設けたが、弁明を辞退したため、議事の妨害、不穏当発言、命令違反に対する
明確な弁明は一切なく、反省、陳謝の言葉もなかった。
　このたびの懲罰は、坂田議員の言動に対するものである。結果として、坂田議員は自らの落ち度を認めず、議
事の妨害、命令に応じなかった行為が会議を遅延させたものである。
　以上が懲罰動議と審査の経緯であるが、坂田議員の一連の言動は、地方自治法第１２９条の「議場の秩序維
持」、同法１３２条の「品位の保持」さらには、豊山町議会の会議に関する規則第１０１条の「品位の尊重」に違反し
ていることは明らかである。
　今後、坂田議員は議会において「発言の自由」を保証されることとあわせ「発言に対する責任」不穏当な発言を
しないなど「発言に対する制限」が課せられていることを十分に認識すべきである。
　議員自らの発言の重さを自覚し、豊山町議会の品位を保持するため、本委員会は坂田議員に対して公開の場
における陳謝の懲罰を科すことを全会一致で決定した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     以上、報告いたします。
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第15回おしえて！？
地空人く～ん

議会用語解説

地空人くん

議員必携とは
　豊山町議会議員になったときに配
付される、地方自治のしくみや議会
の使命などが書かれている、議員の
ための教科書のような本だよーん。

追跡どうなったあの質問

　令和３年４月１日から社会福祉法人豊山町社会福祉協
議会が指定管理者として、総合福祉センタ－しいのき・
南館ひまわりの管理運営を行う予定。

どうなった

　総合福祉センタ－しいのきに、指定管理者制度の導入
をしてはどうか。

質 問Q

　質の高い効果的な福祉サ－ビスの提供ができる社会
福祉協議会を指定管理者として検討していく。

答 弁A

令和2年 6月定例会

１５ １４とよやま議会だよりNO.1５5　令和３年２月１日とよやま議会だよりNO.1５5　令和３年２月１日
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コロナ禍の成人式
　１月４日、社会教育センターにて成人式が行われ
ました。新型コロナ対策をした晴れ着姿の新成人
127人が参加しました。
※新型コロナ対策のため、マスク着用や入口での検温が実施され

　ました。写真撮影時のみマスクを外していただきました。
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65歳以上   PCR検査補助
質疑あれこれ
６人が一般質問
追跡　どうなったあの質問
翔びたて豊山っ子！

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

色とりどりの華が咲く （関連記事P15～16）

　
令
和
２
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
に
よ
り「
新
し
い
生
活
様
式
」の
実

践
例
と
し
て
、感
染
防
止
の
３
つ
の
基
本
①
身

体
的
距
離
の
確
保
②
マ
ス
ク
の
着
用
③
手
洗
い

な
ど
が
示
さ
れ
、町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
も
変

化
し
た
年
で
し
た
。自
分
が
、い
つ
感
染
す
る
の

か
な
ど
、先
行
き
が
見
え
な
い
不
安
が
、ま
だ
ま

だ
続
く
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
編
集
委
員
会
で
も
、感
染
防
止
の
３
つ

の
基
本
に
気
を
配
り
な
が
ら
、見
や
す
い
議
会

だ
よ
り
に
な
る
よ
う
編
集
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
令
和
３
年
も
、感
染
拡
大
の
不
安
が
少
し
で

も
改
善
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

翔びたて豊山っ
子！

Ｔ・O

　
成
人
式
前
の
ひ
と
と
き
。
同
級
生
と
の

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
笑
顔
で
ピ
ー
ス
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き

広報編集委員
議員はお祭りへの寄付

や町内会への催しものへ
差し入れすることを禁止さ
れています。
有権者が求めてもいけ

ません。
ご理解をお願いします。

次回定例会の予定

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛

開始時間は午前９時30分から（最終日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

３月１日（月）開会・議案説明

３月８日（月）一般質問

３月９日（火）議案質疑

３月１１日（木）福祉建設委員会

３月１２日（金）総務文教委員会

３月１６日（火）討論・採決・閉会

寄付行為の禁止

　
私
は
、大
学
で
土
木
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。人
々

に
と
っ
て
住
み
や
す
く
、安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

し
た
い
と
思
い
、こ
の
道
を

選
び
ま
し
た
。
土
木
技
術

者
と
な
っ
て
、人
々
の
豊
か

な
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、日
々
勉
学
に

励
ん
で
い
ま
す
。人
々
の
生
活
を
支
え
る

社
会
基
盤
施
設
を
維
持
、発
展
さ
せ
る
こ

と
は
、必
ず
誰
か
の
た
め
に
な
る
と
思
う

と
、と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。こ

れ
か
ら
先
も
難
し
い
問
題
や
困
難
な
こ
と

に
も
出
会
う
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
道
を

進
む
こ
と
を
応
援
し
て
く
れ
た
両
親
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、

夢
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
の
夢

二
十
歳
の
誓
い

浅
野 

菜
月

あ
さ
の

 

な
づ
き

　
私
は
現
在
、国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。海
外
で

の
経
験
や
多
く
の
人
と
の
議
論
を

通
じ
て
、以
前
に
は
な
か
っ
た
視
点

で
物
事
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
う
し
た
成
長
と
と
も

に
、猛
威
を
振
る
う
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
、社
会
の
在
り
方
そ
の
も
の
が
大
き
く

変
容
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。実
際
に
、一

般
生
活
に
お
け
る
私
た
ち
の「
当
た
り
前
」は

当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、現
在
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
や
社
会

構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
場
面
は
、こ
れ
か
ら

の
人
生
に
お
い
て
も
起
こ
り
得
る
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
場
面
に
対
し
て
準
備

を
怠
っ
て
は
い
け
な
い
と
、こ
の
1
年
を
通
し

て
学
び
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、日
々
の
成
長

を
積
み
重
ね
、
い

か
な
る
社
会
・
環

境
に
お
い
て
も
活

躍
で
き
る
問
題
解

決
力
を
備
え
た
人

材
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
。

西
村 

俊
哉

に
し
む
ら 

と
し 

や

とよやま議会だよりNO.1５5　令和３年２月１日

P15コロナ禍の成人式
TOPICS


